
２０１１年 ２ 月 日本共産党・常陸大宮市議会報告 第１７号

２０１１年 ２月 第１７号 発行／日本共産党常陸大宮市議団

金子卓（岩崎２７２-４） 堀江鶴治（大岩２３）

D（５２）２４２２ D（５６）３０３０

日本共産党の金子・堀江両議員
は、地域経済への波及効果が実証
済みの「住宅リフォーム助成制度」
を当市でも実施するよう粘り強く

菅
政
権
は
「
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
」
の
名
で
消

費
税
増
税
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
に
前
の
め
り
に
な
っ
て
い
る

菅
政
権
に
き
っ
ぱ
り
と
対
峙
し
て
、
増
税
反

対
と
、
消
費
税
に
頼
ら
ず
に
社
会
保
障
を
充

実
さ
せ
る
道
筋
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
は
日

本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

志
位
和
夫
委
員
長
は
２
７
日
の
代
表
質

問
で
「
社
会
保
障
を
切
り
捨
て
、
他
方
で
大

企
業
の
減
税
を
ば
ら
ま
き
な
が
ら
、
消
費
税

増
税
な
ど
論
外
と
い
う
ほ
か
な
い
」
と
厳
し

く
批
判
。
「
い
ま
、
と
り
く
む
べ
き
は
、
社

会
保
障
の
拡
充
に
転
換
す
る
こ
と
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

市
田
忠
義
書
記
局
長
も
「
財
源
と
い
う
な

ら
、
ゆ
き
す
ぎ
た
大
企
業
、
大
資
産
家
減
税

を
や
め
、
税
金
は
負
担
能
力
に
応
じ
て
払
う
、

『
思
い
や
り
予
算
』
な
ど
軍
事
費
を
削
る
、

税
金
の
山
分
け
で
あ
る
政
党
助
成
金
を
廃

止
す
る
。
こ
う
い
う
方
向
こ
そ
追
求
す
べ
き

だ
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

自
民
、
公
明
両
党
は
、
菅
政
権
に
対
し
消

費
税
増
税
を
あ
お
り
、
競
い
合
う
姿
勢
を
見

せ
ま
し
た
。

自
民
党
の
谷
垣
禎
一
総
裁
は
消
費
税
増

税
へ
の
「
本
気
度
」
を
首
相
に
問
い
、
「
（
増

税
法
案
は
）
今
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出
さ
れ

る
の
が
当
然
だ
」
（
２
６
日
、
衆
院
本
会
議
）

と
あ
お
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
解
散
を
条

件
に
、
消
費
税
増
税
に
む
け
た
与
野
党
協
議

に
参
加
す
る
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。

公
明
党
の
井
上
義
久
幹
事
長
は
「
公
明

要求してきました。
市長は、この間「検討中」と繰

り返してきましたが、１２月議会
の金子議員の一般質問に答えて

党
は
、
消
費
税
を
含
め
た
税
制
の
『
抜
本
改

革
』
は
必
要
と
の
立
場
だ
」
（
２
７
日
、
衆

院
本
会
議
）
と
明
言
。
「
与
野
党
の
協
議
機

関
を
立
ち
上
げ
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
党
の
渡
辺
喜
美
代
表
は
、
「
消

費
税
を
全
額
地
方
の
財
源
に
す
れ
ば
、
補
助

金
、
交
付
税
は
そ
の
分
少
な
く
で
き
る
」

（
同
）
と
主
張
し
ま
し
た
。

菅
首
相
は
、
消
費
税
増
税
を
盛
り
込
ん

だ
自
民
党
提
案
の
「
財
政
健
全
化
責
任
法

案
」
を
評
価
。
公
明
党
の
「
新
し
い
福
祉
社

会
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
「
共
感
す
る
」
と
持
ち
上

げ
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
で
共
鳴
し
合
う
「
翼
賛
」
状

況
と
も
い
う
べ
き
事
態
で
す
。

菅
首
相
が
「
平
成
の
開
国
」

と
称
し
て
参
加
を
狙
う
環
太

平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
。
「
開
国
」
推

進
の
質
問
や
推
進
の
本
音
を
隠
し
た
質
問

が
続
く
な
か
、
日
本
共
産
党
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
中

身
を
批
判
し
、
正
面
か
ら
反
対
を
表
明
し
ま

し
た
。

志
位
委
員
長
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
実
質

的
に
「
米
国
と
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
」

と
な
り
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
経
済
主
権
を

米
国
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
。
食

料
自
給
率
は
政
府
試
算
で
も
１
３
％
に
急

落
し
、
政
府
の
５
０
％
目
標
と
の
両
立
は
絶

対
不
可
能
で
あ
り
、
「
農
林
水
産
業
、
地
域

経
済
、
国
土
と
環
境
を
破
壊
し
、
国
民
へ
の

食
料
の
安
定
供
給
も
破
壊
す
る
『
亡
国
の
道
』

だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

菅
首
相
は
、
自
給
率
向
上
と
「
両
立
」
不

可
能
と
の
質
問
に
、
ま
と
も
に
答
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
「
自
民
党
も
前
向
き
に
考
え

る
の
が
基
本
だ
」
と
い
っ
て
い
た
谷
垣
禎
一

総
裁
で
す
が
、
一
言
も
触
れ
ず
じ
ま
い
（
２

６
日
、
衆
院
本
会
議
)
。
加
盟
反
対
の
世
論

の
高
ま
り
の
な
か
で
、
い
っ
せ
い
地
方
選
を

前
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
隠
し
」
に
終
始
し
ま
し
た
。

公
明
党
の
井
上
義
久
幹
事
長
も
２
７
日
、

農
林
漁
業
者
の
「
懸
念
と
批
判
」
に
触
れ
た

も
の
の
、
破
綻
し
た
「
大
規
模
化
」
を
は
じ

め
、
自
公
政
権
以
来
の
農
業
「
構
造
改
革
」

を
主
張
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
の
党
は
、
開
国
大
賛
成
」
（
渡

辺
喜
美
代
表
）
、
「
国
政
の
政
党
で
は
唯
一
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
明
言
し
て
い
る
」
（
江
田
憲

司
幹
事
長
）
と
「
自
慢
」
し
て
い
た
み
ん
な

の
党
も
、
渡
辺
代
表
が
一
切
触
れ
ず
じ
ま
い

（
２
７
日
）
。
川
田
龍
平
政
調
会
長
代
理
は
、

交
渉
の
「
情
報
公
開
」
を
求
め
た
だ
け
で
し

た
（
２
８
日
）
。

昨
年
５
月
の
「
日
米
合
意
」

に
基
づ
き
沖
縄
・
名
護
市
辺
野

古
で
米
軍
の
新
基
地
建
設
を
推
進
し
、
新

た
な
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
が
定
め
た
「
動

的
防
衛
力
」
の
名
で
自
衛
隊
の
海
外
展
開

を
狙
う
菅
政
権
。

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
、
「
『
県

内
移
設
反
対
』
『
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
・
撤

去
』
と
い
う
沖
縄
県
民
の
総
意
は
も
は
や
揺

ら
ぐ
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
、
「
日
米
合
意
」

白
紙
撤
回
と
米
軍
普
天
間
基
地
（
宜
野
湾

市
）
無
条
件
返
還
を
迫
り
ま
し
た
。

志
位
氏
は
ま
た
、
尖
閣
諸
島
、
朝
鮮
半
島
、

千
島
列
島
―
ど
の
紛
争
問
題
で
も
、
国
際

的
道
理
に
立
っ
た
外
交
交
渉
を
せ
ず
、
自
衛

隊
の
変
質
を
狙
う
新
「
防
衛
大
綱
」
を
策
定

し
軍
備
増
強
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
菅

内
閣
を
批
判
。
「
対
米
従
属
、
軍
事
偏
重
、

外
交
不
在
こ
そ
日
本
外
交
の
姿
」
だ
と
指
摘

し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
必
要
な
の
は
軍
事
同
盟
と
い
う

『
戦
争
力
』
で
な
く
、
国
際
的
道
理
に
た
っ

た
『
外
交
力
』
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
民
主
議
員
は
「
『
戦
争
力
』
で
い

い
の
だ
」
と
ヤ
ジ
を
飛
ば
す
な
ど
、
自
民
党

と
変
わ
ら
な
い
姿
を
さ
ら
す
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

普
天
間
問
題
に
つ
い
て
菅
首
相
は
、

「
『
日
米
合
意
』
を
ふ
ま
え
最
優
先
で
取
り

組
む
」
と
強
調
。
日
米
同
盟
が
「
日
本
の
安

全
保
障
と
外
交
の
基
軸
」
だ
と
し
て
「
能
動

的
に
取
り
組
む
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
推

進
が
不
可
欠
だ
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

自
民
党
は
、
軍
拡
路
線
を
さ
ら
に
あ
お
り
、

よ
り
右
傾
化
を
迫
る
立
場
を
示
し
ま
し
た
。

小
池
百
合
子
総
務
会
長
は
２
６
日
の
質
問

で
、
「
動
的
防
衛
力
」
は
「
自
民
党
時
代
に

わ
れ
わ
れ
が
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
も
の
」

と
指
摘
し
、
防
衛
関
係
予
算
の
増
額
を
要

求
。
ス
パ
イ
防
止
法
や
「
軍
法
会
議
」
の
必

要
性
に
も
言
及
し
「
情
報
保
全
体
制
の
強
化
」

も
求
め
ま
し
た
。
中
曽
根
弘
文
参
院
議
員

は
「
憲
法
改
正
に
向
け
議
論
を
行
っ
て
い
く

べ
き
だ
」
（
２
７
日
）
と
迫
り
ま
し
た
。

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
は
、
「
日
本

外
交
の
基
軸
は
日
米
関
係
だ
」
（
２
８
日
）

と
菅
首
相
と
同
じ
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

庶
民
の
暮
ら
し
は
所
得
の

低
迷
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
民
主
、
自
民
の
「
二
大
政
党
」
と
も

代
表
質
問
で
、
暮
ら
し
の
問
題
に
つ
い
て
は

ま
と
も
に
取
り
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
と
市
田
忠
義
書
記
局
長
は
、
雇

用
情
勢
や
暮
ら
し
の
問
題
、
中
小
企
業
の
営

業
の
問
題
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
、
具
体
的

な
打
開
策
も
示
し
ま
し
た
。

志
位
氏
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改

正
に
よ
っ
て
、
低
賃
金
で
不
安
定
な
非
正
規

社
員
を
正
社
員
に
す
る
こ
と
な
ど
、
総
合
的

な
賃
上
げ
政
策
を
提
案
。
市
田
氏
は
、
中
小

企
業
の
経
営
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
の
確
立

や
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
た
め
の
財
政
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

菅直人首相の施政方針演説に対する衆参両院の代表質問が１月２８日、終わりました。経

済危機、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）、消費税増税と社会保障、沖縄米軍基地―など内政・外

交にわたる閉塞感打開の展望を示したのはどの党か―。新聞等マスコミは日本共産党の代

表質問の内容を取りあげませんので、党・国会取材団のまとめたものを紹介します。

代表質問にたった

志位和夫委員長

「２３年度の実施予定を考えてい
る」「補助額は１０％を予定して
いる」と初めて明確に答弁しまし
た。詳細については今後、予算編
成の中で調整していきたいとのこ
とでしたが、助成実現に大きく踏
み出しました。

第１回定例議会は、３月２日

に開会。請願陳情は２月

２３日（水）までにお願い

します。

※
紹
介
し
ま
し
た
国
会
質
問
の
動
画
（
ム
ー

ビ
ー
）
は
共
産
党
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
日

本
共

産
党

で
検

索
〉
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
閉
塞
感
打
開
の
展
望
を
示
す
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

日本共産党の
金子・堀江両議
員は１２月１６
日、三次市長

と
上久保教育長あ
てに「２０１

１
年度予算要望書」
を提出しました。
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習障害、注意欠陥・多動性障害、
高機能自閉症により学習や生活の
面で特別な支援が必要な児童生徒
が、約６％程度の割合で存在する
可能性があり、これらの児童生徒
に対して、学校としての適切な対
応が求められるとし、配置の財政
措置をしています。
支援員配置の状況は、水戸教育

事務所館内でも市町村によって大
きくへだたりがあります（例えば
東海村では全ての幼稚園、小中学

金
子

議
員

９月議会の決算審査
で教育委員会は、特別支援教育支
援員の配置学校・配置人数が３校
３名と少ない理由として「指導員
室、学校適応推進協議会が３校以
外は配置する必要がない」と答え、
市の中では充実しているとの認識
を示しました。私は、退職教員か
ら現場は大変だと聞き９月議会で
質問したわけです。
文科省は、小中学校の通常学級

に在籍している児童生徒のうち学

校に複数人を配置）。最初に述べ
た退職教員の訴えと９月議会での
教育委員会の答弁には認識の違い
があるように思えてなりません。

教
育

長
本市においおても、特

別な支援を必要とする児童・生徒
は年々増加傾向にあります。今年
度からＴＴとして特別支援員を１
名配置しています。幼稚園からの
要望で介助員を１名、１月から配
置する予定です。
教育委員会としては、決して質

問のような認識を持っているわけ

１２月６日に開会された第４回
定例議会（１２月議会）は１２月
２２日に閉会しました。
条例改正で日本共産党の金子・

堀江両議員は、運動公園等の「多
目的グランド」、「人工そりゲレ
ンデ」を有料化し、テニスコート
の使用料を一番高いところにあわ
せて値上げした「都市公園条例」
「社会体育施設条例」「市営公園
の設管条例」に反対しました。ま
た、「市過疎地域自立促進計画」
について、堀江議員が「過疎対策

が不十分」と反対討論をおこない
ました。
今議会には、「地域医療を担う

人材確保修学資金貸与条例」が提
案されました。市民が安心で信頼
できる医療環境を整備するために
は医師の確保が重要であるとし、
将来市内の公的医療機関に常勤医
師として従事する意思を有する人
に、月額３０万円、大学に入学し
た月は入学科に相当する額（２０
０万円を限度）を加算し貸与する
ものです。また、財源として「市

「
Ｔ

Ｐ
Ｐ

参
加

反
対

」
の
請

願
・
陳

情
は

継
続

審
査

（
経

済
建
設

常
任

委
員
会

）

連絡先 ケータイ

金子議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江議員

０９０-４８２４-０７９７

ではありません。学校や保護者の
要望を重視しながら、就学指導委
員会の判断をふまえた中で、今後
とも配置をしていきたいと考えて
います。

日
本
共
産
党
の
堀
江
議
員
は
１
２
月

議
会
の
一
般
質
問
で
、
「
地
産
・
地
消
を

柱
に
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
策
を
」
の

中
で
国
道
１
１
８
号
線
沿
い
の
道
の
駅

設
置
（
岩
崎
地
区
）
の
動
き
と
見
通
し
に

つ
い
て
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

堀
江

議
員

１１８号線沿いにも
道の駅の設置が望まれており今議
会に岩崎区長さん外の方々から請
願が出され総務委員会で採択され
ました。この請願の設置場所や、
こんごの見通し等は。

市
長

岩崎区長ほか区民一同の
連盟によりまして地域振興一体型
道の駅設置に関する要望書が出さ
れ、同じく岩崎区長、市商工会長、
市観光協会長、久慈川漁業協同組
合長の４団体の代表者連名で橋本
知事に直接要望書が提出されまし
た。その際、私も同席しました。

岩崎地区に道の駅ができれば、
ここを訪れた方々に新鮮な野菜等
が提供できるものと思います。
なお、地権者全員の賛同署名が

ついており、必要と思われる２・
５ヘクタール以上の土地が確保で
きる見通しです。
この事業がすすむならば、地域

振興につながる一大プロジェクト
事業になるものと確信しています
ので市としてもこれに積極的に推
進をしていきたいと考えています。

堀
江

議
員

道の駅設置に係わる
経費が必要と思いますが、来年度
当初予算に計上する考えは。合わ
せて政府補正予算の地域活性化交
付金の活用についてもお聞きしま
す。市

長
名目は未定ですが例えば

調査費のような形で計上すること
は考えています。また、地域活性
化交付金について使えるのが一番
いいわけでしてこれも新年度の予
算調整の中で進めて進めていきた
いと考えています。

医師確保基金条例」も提案され、
２億円が補正予算に計上されまし
た。いづれの条例も全会一致で可
決されました。
請願・陳情は３件が提出され、

農民運動茨城県連合会県北農民セ
ンターと茨城みどり農業協同組合
から出された「ＴＰＰ参加反対」
の請願・陳情は閉会中の継続審査
（堀江議員は審査した経済建設常
任委員会で採択を強く主張）とな
り、３月の第１回定例議会に持ち
越される結果となりました。
もう１件は岩崎区長ほかから提

出された「地域振興一体型『道の
駅』設置に関する請願」は全会一
致で採択されました。

金子すぐる議員

堀江かくじ議員

堀
江
議
員
の

そ
の
他
の
質
問

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
中
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

参
加
問
題
に
つ
い
て

■
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
問
題
に
つ

い
て

■
働
き
や
す
い
職
場
の
環
境
づ
く
り
を

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」
の
請
願
・
陳

情
が
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
採
択

さ
れ
ず
継
続
審
査
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
て
、
市
議
会
へ
の
請
願
署
名
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

１
月
２
８
日
に
は
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー

で
農
民
運
動
県
連
合
会
の
村
田
書
記

長
を
講
師
に
学
習
会
が
お
こ
な
わ
れ
、

市
内
各
地
か
ら
４
５
人
が
参
加
し
、
熱

心
に
学
び
合
い
ま
し
た
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
」
は
２
月
８
日
、
堀
江

・
金
子
両
議
員
を
紹
介
議
員
と
し
て
第

一
次
分
と
し
て
９
６
８
名
の
署
名
を
添

え
て
提
出
し
ま
し
た
。

金
子
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

■
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

■
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
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